





















スレオニン･キナーゼである (Cell, 37, 
pp.141-150,  1984; EMBO J., 4, 
pp.1793-1798, 1985; The International 
Journal of Biochemistry & Cell Biology, 37, 
pp.726-730, 2005; European Journal of 




ている（Int J Cancer, 114, pp20-218, 2005、 
Cancer Res.66, pp6741-6747, 2006, Cancer 







ってから AstraZeneca が AZD-1208,Novartis













































研 究 期 間：2012年 4月 1 日～2013年 3月 31日 
研 究 題 目：Pim キナーゼ阻害剤の抗腫瘍剤としての開発研究 
  





Pim3 阻害活性が良好であった 11 化合物につ
いてヒト膵臓がん細胞株L3.6pl、MiaPaca-2、
PANC-1 に対する細胞増殖抑制を調べた。2
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